
・事業名 

神戸映画資料館所蔵アニメーションフィルムのデジタルアーカイブ事業 

 

・団体名 

特定非営利活動法人プラネット映画保存ネットワーク 

 

・概要(含む課題)What&Why  

神戸映画資料館は、その母体であるプラネット映画資料図書館が 1970 年代から収集・保存

してきた 1 万８千本以上の映画フィルムを収蔵している。中でも日本アニメーションの揺

籃期に作られた漫画映画のコレクションは他のアーカイブが所蔵していない貴重なフィル

ムを有しており、これまで、日本の映画保存の中核を担う東京国立近代美術館フィルムセン

ター（現・国立映画アーカイブ）などに複製を作るための原版として提供してきた。神戸映

画資料館所蔵アニメーションの中には、長期保存のための複製化やデジタル化ができてい

ないフィルム、さらには題名等が欠落し詳細が不明の作品が多数あるが、本事業により 2020

年度からデジタル化と内容調査が始まり成果を上げている。 

 



 

キャプション：「神戸映画資料館 古典フィルムアニメーション（1960 年代初頭まで）のフィルムリスト」をウェブサイ

トで公開 

 

ネット環境の進化により視聴と情報共有が容易になったことで、映像研究やロストフィル

ムの発掘がグローバル化しているいま、未だ詳細調査にいたっていないコレクションのデ



ジタル化は、資料保存と価値発見促進というアーカイブ業務の両側面から不可欠の手続き

と言える。 

劣化の進行する貴重なフィルムを後世に遺していくためのデジタル化は喫緊の業務であり、

また、かつての制作現場を知る人々と世代が隔絶する前に、必要な情報収集ならびにカタロ

グ化を行うことは急務である。 

神戸映画資料館所蔵アニメーションのデジタル化と調査研究は、このコレクションを公開・

活用するための基盤を構築するもので、日本アニメーション史の可視化の一端を担い、国内

のみならず世界のアニメーション振興に資することにつながる。 



 



 

 
キャプション：神戸発掘映画祭 2021 で発掘アニメーションを披露 

 

2021 年度からの新たな取り組みとして、本団体代表の安井喜雄がかつて企画編集した書籍

「日本アニメーション映画史」（1977 年、有文社刊）の作品目録の新版データベース作成に

着手した。目録更新のための調査の一環として作品ごとに参考文献を関連づける作業を行

い、これにより研究起点としての目録の利用価値が高まるだけでなく、さまざまな研究の促

進、不明作品の同定、そして新たな作品発掘の可能性が広がる。 

 



 

・体制/手法(解決方法)How  

 

 

① 古典アニメーションフィルムのデジタル化 

未デジタル化の神戸映画資料館所蔵フィルムを対象に実施する。これまで研究・活用の範囲

外であったフィルム資料から新たな発見が期待できる。 

35mm、16mm の可能なフィルムは神戸芸術工科大学の 4K スキャナーを使用し、神戸映画

資料館の安井喜雄とデジタル技術者がデジタル化を行い、その他技術的に困難なフィルム

はラボ（イマジカ、東京光音など）で HD デジタル化を行う。 

共同研究：神戸芸術工科大学 

 

② デジタル動画をもとにした内容調査と文献調査 

 専門家にデジタル動画を送り、リモートワークで調査を行う。 

 

③書籍「日本アニメーション映画史」作品目録 新版データベース化 

 日本のアニメーションを語る上で欠かせない文献「日本アニメーション映画史」の作品目

録をもとに、本事業のフィルム調査成果などの情報をアップデートし、データベースを作成

する。 

参画者（②③）：野中和隆（アニメーション作家・研究）、佐崎順昭（映画史研究）、板倉史



明（映画研究／神戸大学）、佐野明子（アニメーション研究／同志社大学） 

 

キャプション「日本アニメーション映画史」 

 

 

・成果(公開・成果物について)  

◉ データベース構築、公開と発表 

公開・活用に不可欠な著作権の調査を行い、データベース構築のためのメタデータを作成す

る。 

デジタル動画をもとにした調査成果を公開し、一部の動画をウェブサイトで公開する。 

参画者：松山ひとみ（アーキビスト／大阪中之島美術館）、上田学（映画研究者／神戸学院

大学） 

 

本計画は複数年での完了を予定している。前年度に引き続き、神戸映画資料館収蔵の古典ア

ニメーションコレクションのうち劣化が危ぶまれるフィルムや内容不明フィルムを対象に

デジタル化と内容調査を行う。さらに、「日本アニメーション映画史」の作品目録の更新と

データベース化に着手し、二年後の公開を目指す。 

 

 



・成果(社会・産業に向けての意義、見込まれる社会的利用等)  

神戸映画資料館の所蔵のみのフィルム、中でもアニメーション映画史の欠落を埋めるよう

なフィルムについて、専門家の知見を広く得ることができると同時に、後世に初期アニメー

ションを残し、現存していないと思われていた作品や未知の作品を発掘することができる。

「日本アニメーション映画史」の作品目録のデータベース化は、本事業の代表者・安井喜雄

によるこれまでの収集・研究成果を整理・集約することにつながり、基礎資料の更新とデジ

タルアーカイブ化に寄与する。 

 

現存率の低い戦前の映画フィルムについての所蔵情報を国際発信することで、埋もれてい

た価値発掘につながる。日本の地域の映画アーカイブとしてだけでなく、映像資源を保存す

る国際的な活動の一翼を担う文化機関としての役割を果たすことになる。 

すでにパブリックドメインと判断される作品を積極的に創造活動のための知的資源として

提供することで、新たなアイデア・経済活動を生み出すための基盤作りに資する。 

 



 

キャプション：ロッテルダム国際映画祭（2021 年）に出品 『海の宮殿』『Neck ‘n’ Neck』 

 

 

・成果(課題)残課題  

・成果(本年度にこだわらない事業の最終ゴール)  

デジタル動画化や内容調査と並行して、調査成果の公開と活用研究に本格的に取り組む。

「日本アニメーション映画史」の新版作品目録については、ひとまず 1960 年代初頭までの

古典アニメーションを対象に日本語版を完成させた後、英語版を作成し公開したい。また、

本書の著者・渡辺泰氏が遺した膨大なアニメ資料が故人の遺志で安井に託される予定であ

る。その膨大な資料を一括保存し、調査し、目録化し、劣化の激しいものはデジタル化した

い。これらのほか、基礎資料として有用な文献のデジタル公開等、将来的に国内外の研究者

が容易に閲覧できる環境を整備する。 


